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DEMETER衛星を用いた地震に伴う電離層擾乱の検出

Detection of seismo-ionospheric perturbations on the basis of reception of VLF transmit-
ter signals on the satellite, DEMETER.
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近年，短期的な地震予知に有望とされる地震に伴った電磁気現象が数多く報告されており，世界中で精力的に研究が
進められている．本研究では，様々な周波数帯で報告されている地震電磁気現象の中でも特に，衛星観測を用いた地震
に伴う VLF/LF 帯既存電波の電離層透過波 (ホイスラー波)の伝搬異常に焦点を当てる．
以前より VLF/LF 帯電波は，大地・電離層導波管伝搬することが知られており，太陽フレアや雷放電に伴った下部電

離層の観測などに用いられてきた．近年では，地震に伴って下部電離層が擾乱することが，様々な研究で報告されてお
り，さらに，人工衛星による地震に伴った電離層の擾乱を捉えようとする研究が始められた．この地震に伴ったVLF/LF
帯電波伝搬異常は，地圏・大気圏・電離圏が結合するという考えに立脚しており，地圏・大気圏・電離圏の結合機構を明
らかにするためにも，地震に伴った VLF/LF 帯電波伝搬異常という現象を地上観測・衛星観測の双方の視点から詳細に
解明する必要がある．
そういった中，2004年 6月 29日にフランスによって地震電磁気学専用衛星 DEMETERが打ち上げられ，現在も順調

に稼動しており，多くの有意なデータが得られている．本研究では，地上観測による解析で，地震に伴う VLF/LF 帯電
波の伝搬異常が報告された 2004年 10月 23日に発生した新潟県中越地震 (M6.6, Depth:16km)と 2005年 8月 16日に発
生した宮城県沖地震 (M7.2, Depth:36km)を解析対象とする．そして，日本上空において DEMETER衛星で受信した JJY
送信局 (40kHz)のホイスラー波の減衰を，地震の前兆現象として捉えようとするものである．

DEMETER衛星を用いた解析を行った結果，解析対象の 2つの地震に対して地震発生直前の解析期間でのみ JJY送信
局のホイスラー波電界強度が減少した．JJY送信局のホイスラー波を感度良く受信する領域 (Sensitive Area)においてその
電界強度が明らかに減少しており，その領域における電界強度の平均値を用いた定量的な評価から，VLF 帯ホイスラー
波伝搬異常は地震に先行して発生した電離層擾乱によるものと考えられる．本研究では，VLF/LF帯電波の地上観測で伝
搬異常が見られた地震に対し，衛星観測による解析でも地震の前兆を捉えることができた．このことから，地上・衛星観
測による地震に伴う電離層擾乱の解析結果は互いに支持し合うと共に，衛星観測の有用性も示唆される結果となった．


